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(百万円未満切捨て)
１．平成29年３月期の連結業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期 1,975,784 △2.5 157,227 △8.3 75,187 3.6

28年３月期 2,025,925 △16.0 171,434 △9.3 72,547 △23.0
(注) 包括利益 29年３月期 △69,598百万円( ―％) 28年３月期 △84,492百万円( ―％)

　
１株当たり当期純利益

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
自己資本当期純利益率 総資産経常利益率 経常収益経常利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年３月期 117.81 115.59 6.5 1.1 8.0

28年３月期 111.00 109.32 5.7 1.2 8.5
(参考) 持分法投資損益 29年３月期 1百万円 28年３月期 46百万円
　

　
（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

29年３月期 14,891,167 1,096,772 7.3 1,727.69

28年３月期 14,674,207 1,214,061 8.2 1,865.94
(参考) 自己資本 29年３月期 1,092,856百万円 28年３月期 1,210,540百万円
　

　
（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

29年３月期 343,760 △534,505 △48,926 885,267

28年３月期 309,441 △18,563 △64,208 1,124,922
　　　
２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年３月期 － 0.00 － 30.00 30.00 19,462 27.0 1.5

29年３月期 － 15.00 － 17.50 32.50 20,599 27.6 1.8

30年３月期(予想) － 17.50 － 17.50 35.00 29.9
　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 1,900,000 △3.8 150,000 △4.6 74,000 △1.6 116.99
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　詳細は、【添付資料】14ページ「会計方針の変更」をご覧ください。
　（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期 681,480,000株 28年３月期 681,480,000株

② 期末自己株式数 29年３月期 48,925,774株 28年３月期 32,723,022株

③ 期中平均株式数 29年３月期 638,194,089株 28年３月期 653,556,609株
　

　

※ 決算短信は監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
なお、連結業績予想についての詳細は【添付資料】４ページ「次期の見通し」に記載しておりますので、ご参照
願います。
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I．経営成績等の概況

１．当期の経営成績・財政状態の概況

(1) 当期の経営成績の概況

経常収益は、保険料等収入1兆5,052億円（前期比4.4％減）、資産運用収益4,027億円（同6.1％増）、

その他経常収益678億円（同5.3％減）等を合計した結果、前連結会計年度に比べ501億円減少し、

1兆9,757億円（同2.5％減）となりました。

一方、経常費用は、保険金等支払金1兆1,603億円（同10.9％減）、責任準備金等繰入額2,591億円（同

33.3％増）、資産運用費用1,302億円（同68.1％増）、事業費1,976億円（同0.7％減）、その他経常費

用711億円（同11.8％減）を合計した結果、前連結会計年度に比べ359億円減少し、1兆8,185億円（同

1.9％減）となりました。

この結果、経常利益は1,572億円（同8.3％減）となりました。また、特別利益は3億円（同83.2％増）、

特別損失は353億円（同20.1％増）となり、経常利益に特別利益、特別損失、契約者配当準備金繰入額、

法人税等合計等を加減した親会社株主に帰属する当期純利益は、前連結会計年度に比べ26億円増加し、

751億円（同3.6％増）となりました。

なお、当期純利益753億円（同3.6％増）に、その他の包括利益△1,449億円（前連結会計年度は△1,572

億円）を加えた包括利益は△695億円（同△844億円）となりました。

①経常収益 （単位：億円）

（注）連結と生命保険会社３社合計との差額は、３社以外の連結子会社ならびに連結会社相互間の調整等によるものです。

②経常利益 （単位：億円）

（注）連結と生命保険会社３社合計との差額は、３社以外の連結子会社ならびに連結会社相互間の調整等によるものです。

平成29年3月期

（平成28年4月1日～

平成29年3月31日）

平成28年3月期

（平成27年4月1日～

平成28年3月31日）

増減額

連結 19,757 20,259 △501

太陽生命保険(株) 8,979 8,738 240

大同生命保険(株) 9,444 9,357 86

T&Dﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命保険(株) 1,558 2,180 △622

平成29年3月期

（平成28年4月1日～

平成29年3月31日）

平成28年3月期

（平成27年4月1日～

平成28年3月31日）

増減額

連結 1,572 1,714 △142

太陽生命保険(株) 666 791 △124

大同生命保険(株) 826 903 △76

T&Dﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命保険(株) 61 12 49
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③親会社株主に帰属する当期純利益 （単位：億円）

（注）１．連結と生命保険会社３社合計との差額は、３社以外の連結子会社ならびに連結会社相互間の調整等によるものです。

２．生命保険会社３社の数値は、当期純利益を記載しております。

(2) 財政状態及びキャッシュ・フローの概況

① 資産、負債及び純資産の概況

当連結会計年度末の総資産は14兆8,911億円（前期比1.5％増）となりました。

主な資産構成は、公社債を中心とする有価証券11兆19億円（同4.9％増）、貸付金1兆6,851億円（同

4.7％減）、現金及び預貯金8,624億円（同15.8％減）、金銭の信託5,834億円（同10.9％増）、有形固

定資産3,198億円（同1.4％増）であります。

負債合計は13兆7,943億円（同2.5％増）となりました。その大部分を占める保険契約準備金は13兆

1,392億円（同1.9％増）となっております。

純資産合計は1兆967億円（同9.7％減）となりました。純資産の部中、その他有価証券評価差額金は

3,388億円（同30.5％減）となっております。

当連結会計年度末の連結ソルベンシー・マージン比率は1,105.1％となりました（前連結会計年度末

は1,155.8％）。また、連結実質純資産は2兆5,925億円となりました（前連結会計年度末は2兆9,276億

円）。

② キャッシュ・フローの概況

営業活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度に比べ343億円収入増の3,437億円の収入とな

りました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度に比べ5,159億円支出増の5,345億円の支出と

なりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度に比べ152億円支出減の489億円の支出となり

ました。

以上の結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は、期首から2,396億円減少し、8,852億円

（前連結会計年度末は1兆1,249億円）となりました。

平成29年3月期

（平成28年4月1日～

平成29年3月31日）

平成28年3月期

（平成27年4月1日～

平成28年3月31日）

増減額

連結 751 725 26

太陽生命保険(株) 289 268 21

大同生命保険(株) 431 544 △113

T&Dﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命保険(株) 21 4 16
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２.次期の見通し

平成30年３月期の連結業績予想は、次のとおりであります。

（単位：億円）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

通 期 19,000（3.8％減） 1,500（4.6％減） 740（1.6％減）

(注)括弧内の数値は当期比。

経常収益は、当期に比べ、約800億円減少の1兆9,000億円（当期比3.8％減）を見込んでおります。

経常利益は、当期に比べ、約70億円減少の1,500億円(同4.6％減)を見込んでおります。

経常利益1,500億円に特別損益、契約者配当準備金繰入額、法人税等合計等を加減した親会社株主に

帰属する当期純利益は、当期に比べ、約10億円減少の740億円（同1.6％減）を見込んでおります。

Ⅱ.会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの会計基準につきましては、日本基準を適用しています。

当社グループでは、将来における国際会計基準の適用に備え、情報収集を行っておりますが、実際の適

用にあたっては、保険会社に大きな影響を与えるIFRS「保険契約」の検討状況や同業他社との比較可能性

等を踏まえ、検討していく方針です。
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Ⅲ．連結財務諸表及び主な注記

　１．連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

資産の部

現金及び預貯金 1,024,692 862,425

コールローン 2,673 11,302

買入金銭債権 269,668 141,242

金銭の信託 525,902 583,476

有価証券 10,492,605 11,001,953

貸付金 1,767,891 1,685,118

有形固定資産 315,475 319,884

土地 175,322 177,864

建物 120,846 122,157

リース資産 932 714

建設仮勘定 15,124 15,237

その他の有形固定資産 3,248 3,910

無形固定資産 24,027 23,195

ソフトウエア 22,472 21,640

リース資産 377 383

その他の無形固定資産 1,177 1,172

代理店貸 746 756

再保険貸 691 3,535

その他資産 251,286 210,889

繰延税金資産 602 49,143

貸倒引当金 △2,057 △1,755

資産の部合計 14,674,207 14,891,167
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

負債の部

保険契約準備金 12,892,482 13,139,218

支払備金 67,914 70,065

責任準備金 12,719,256 12,976,211

契約者配当準備金 105,311 92,942

代理店借 630 334

再保険借 641 1,781

短期社債 2,999 2,999

社債 50,125 50,095

その他負債 252,087 332,772

役員賞与引当金 281 263

退職給付に係る負債 59,730 56,547

役員退職慰労引当金 78 53

特別法上の準備金 175,759 204,894

価格変動準備金 175,759 204,894

繰延税金負債 19,894 7

再評価に係る繰延税金負債 5,434 5,426

負債の部合計 13,460,145 13,794,395

純資産の部

資本金 207,111 207,111

資本剰余金 194,550 194,522

利益剰余金 422,422 460,683

自己株式 △48,876 △67,763

株主資本合計 775,208 794,554

その他有価証券評価差額金 487,200 338,842

繰延ヘッジ損益 △8,601 △5,203

土地再評価差額金 △43,288 △35,354

為替換算調整勘定 21 17

その他の包括利益累計額合計 435,331 298,302

新株予約権 926 1,178

非支配株主持分 2,595 2,737

純資産の部合計 1,214,061 1,096,772

負債及び純資産の部合計 14,674,207 14,891,167
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　２．連結損益計算書及び連結包括利益計算書

　連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

経常収益 2,025,925 1,975,784

保険料等収入 1,574,506 1,505,234

資産運用収益 379,707 402,709

利息及び配当金等収入 290,725 276,628

金銭の信託運用益 5,172 5,610

有価証券売却益 77,403 111,077

有価証券償還益 3,198 －

為替差益 801 1,295

貸倒引当金戻入額 137 292

その他運用収益 2,268 2,386

特別勘定資産運用益 － 5,418

その他経常収益 71,665 67,838

持分法による投資利益 46 1

経常費用 1,854,490 1,818,556

保険金等支払金 1,302,899 1,160,357

保険金 376,421 349,055

年金 349,387 300,940

給付金 163,812 152,715

解約返戻金 341,583 307,840

その他返戻金 71,693 49,805

責任準備金等繰入額 194,387 259,134

支払備金繰入額 － 2,151

責任準備金繰入額 194,321 256,954

契約者配当金積立利息繰入額 65 27

資産運用費用 77,477 130,277

支払利息 909 573

売買目的有価証券運用損 7,823 587

有価証券売却損 16,357 57,725

有価証券評価損 4,101 853

金融派生商品費用 22,180 49,712

貸付金償却 4 2

賃貸用不動産等減価償却費 4,991 4,891

その他運用費用 15,533 15,931

特別勘定資産運用損 5,575 －

事業費 198,999 197,600

その他経常費用 80,727 71,186

経常利益 171,434 157,227
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

特別利益 163 300

固定資産等処分益 4 239

国庫補助金 158 60

特別損失 29,438 35,367

固定資産等処分損 1,356 1,098

減損損失 4,203 4,779

価格変動準備金繰入額 20,568 29,134

本社移転費用 2,591 －

その他特別損失 718 353

契約者配当準備金繰入額 31,920 25,374

税金等調整前当期純利益 110,239 96,786

法人税及び住民税等 46,075 33,316

法人税等調整額 △8,561 △11,895

法人税等合計 37,513 21,421

当期純利益 72,726 75,365

非支配株主に帰属する当期純利益 179 177

親会社株主に帰属する当期純利益 72,547 75,187
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　連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当期純利益 72,726 75,365

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △162,509 △148,357

繰延ヘッジ損益 5,139 3,398

土地再評価差額金 155 －

為替換算調整勘定 0 △0

持分法適用会社に対する持分相当額 △4 △5

その他の包括利益合計 △157,219 △144,963

包括利益 △84,492 △69,598

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △84,673 △69,776

非支配株主に係る包括利益 180 177
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　３．連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

　

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ損益

当期首残高 207,111 194,586 366,747 △19,008 749,436 649,716 △13,741

当期変動額

剰余金の配当 △16,621 △16,621

親会社株主に帰属する

当期純利益
72,547 72,547

自己株式の取得 △30,015 △30,015

自己株式の処分 △35 147 111

土地再評価差額金の取

崩
△250 △250

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△162,515 5,139

当期変動額合計 △35 55,675 △29,868 25,771 △162,515 5,139

当期末残高 207,111 194,550 422,422 △48,876 775,208 487,200 △8,601

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

その他の包括

利益累計額

合計

当期首残高 △43,694 21 592,301 746 2,465 1,344,950

当期変動額

剰余金の配当 △16,621

親会社株主に帰属する

当期純利益
72,547

自己株式の取得 △30,015

自己株式の処分 111

土地再評価差額金の取

崩
△250

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
405 0 △156,970 180 129 △156,660

当期変動額合計 405 0 △156,970 180 129 △130,888

当期末残高 △43,288 21 435,331 926 2,595 1,214,061
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当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ損益

当期首残高 207,111 194,550 422,422 △48,876 775,208 487,200 △8,601

当期変動額

剰余金の配当 △28,992 △28,992

親会社株主に帰属する

当期純利益
75,187 75,187

自己株式の取得 △19,012 △19,012

自己株式の処分 △28 125 97

土地再評価差額金の取

崩
△7,934 △7,934

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△148,358 3,398

当期変動額合計 △28 38,261 △18,886 19,345 △148,358 3,398

当期末残高 207,111 194,522 460,683 △67,763 794,554 338,842 △5,203

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

その他の包括

利益累計額

合計

当期首残高 △43,288 21 435,331 926 2,595 1,214,061

当期変動額

剰余金の配当 △28,992

親会社株主に帰属する

当期純利益
75,187

自己株式の取得 △19,012

自己株式の処分 97

土地再評価差額金の取

崩
△7,934

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
7,934 △4 △137,029 251 142 △136,635

当期変動額合計 7,934 △4 △137,029 251 142 △117,289

当期末残高 △35,354 17 298,302 1,178 2,737 1,096,772
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　４．連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 110,239 96,786

賃貸用不動産等減価償却費 4,991 4,891

減価償却費 10,254 11,345

減損損失 4,203 4,779

支払備金の増減額（△は減少） △5,188 2,151

責任準備金の増減額（△は減少） 194,321 256,954

契約者配当準備金積立利息繰入額 65 27

契約者配当準備金繰入額（△は戻入額） 31,920 25,374

貸倒引当金の増減額（△は減少） △166 △299

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 38 △18

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 9,459 △3,183

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11 △25

価格変動準備金の増減額（△は減少） 20,568 29,134

利息及び配当金等収入 △290,725 △276,628

有価証券関係損益（△は益） △46,744 △57,329

支払利息 909 573

為替差損益（△は益） △1,257 △540

有形固定資産関係損益（△は益） 1,294 656

持分法による投資損益（△は益） △46 △1

代理店貸の増減額（△は増加） △0 △9

再保険貸の増減額（△は増加） △286 △2,794

その他資産（除く投資活動関連、財務活動関
連）の増減額（△は増加）

△11,767 △7,347

代理店借の増減額（△は減少） △379 △296

再保険借の増減額（△は減少） 87 1,140

その他負債（除く投資活動関連、財務活動関
連）の増減額（△は減少）

△3,422 3,337

その他 31,805 58,206

小計 60,187 146,888

利息及び配当金等の受取額 300,736 287,630

利息の支払額 △923 △573

契約者配当金の支払額 △36,625 △37,713

その他 18,612 3,648

法人税等の支払額 △32,545 △56,119

営業活動によるキャッシュ・フロー 309,441 343,760

決算短信（宝印刷） 2017年05月01日 19時27分 8ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

(株)Ｔ＆Ｄホールディングス(8795)　平成29年3月期　決算短信

― 12 ―



(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

預貯金の純増減額（△は増加） 1,200 △200

買入金銭債権の取得による支出 △2,000 △8,500

買入金銭債権の売却・償還による収入 31,285 47,777

金銭の信託の増加による支出 △82,737 △113,277

金銭の信託の減少による収入 200 60,070

有価証券の取得による支出 △2,098,003 △2,525,588

有価証券の売却・償還による収入 1,981,004 1,843,117

貸付けによる支出 △360,390 △345,104

貸付金の回収による収入 458,059 429,496

その他 79,743 93,832

資産運用活動計 8,361 △518,376

営業活動及び資産運用活動計 317,803 △174,616

有形固定資産の取得による支出 △26,648 △17,387

有形固定資産の売却による収入 64 1,575

その他 △342 △316

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,563 △534,505

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期社債の純増減額（△は減少） 0 0

借入れによる収入 13,600 11,700

借入金の返済による支出 △29,746 △12,149

社債の発行による収入 30,150 －

社債の償還による支出 △31,100 －

非支配株主からの払込みによる収入 － 13

リース債務の返済による支出 △397 △590

自己株式の取得による支出 △30,015 △19,012

自己株式の処分による収入 0 0

配当金の支払額 △16,650 △28,840

非支配株主への配当金の支払額 △51 △48

その他 0 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △64,208 △48,926

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,271 17

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 225,397 △239,654

現金及び現金同等物の期首残高 899,524 1,124,922

現金及び現金同等物の期末残高 1,124,922 885,267
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５．継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

６．会計方針の変更

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」(実務対応報告

第32号 平成28年６月17日)を当連結会計年度に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に

係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この変更による損益への影響は軽微であります。

７．連結財務諸表に関する注記事項

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報の入手が可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、主に生命保険会社及び保険業法の規定により子会社とした会社の経営管理を営んでいる保険持株会社で

あり、当社のもとで、独自の商品戦略及び販売戦略を有する生命保険子会社３社がグループコアビジネスである生命

保険事業を展開しております。

従って、当社は、生命保険会社別のセグメントから構成されており、「太陽生命保険」、「大同生命保険」及び

「Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命保険」の３つを報告セグメントとしております。

「太陽生命保険」は家庭マーケット、「大同生命保険」は中小企業マーケット、「Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命保

険」は乗合代理店マーケットをそれぞれ販売市場としており、独自の販売方針のもと、異なる販売商品を有しており

ます。
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２ 報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 合計 調整額
連結財務諸表

計上額太陽
生命保険

大同
生命保険

Ｔ＆Ｄフィ
ナンシャル
生命保険

計

経常収益 896,757 943,927 155,834 1,996,519 29,415 2,025,934 △50,150 1,975,784

セグメント間の内部振替高 1,197 504 ― 1,702 73,921 75,623 △75,623 ―

計 897,955 944,431 155,834 1,998,221 103,336 2,101,558 △125,773 1,975,784

セグメント利益又は損失(△) 66,642 82,695 6,199 155,537 50,954 206,492 △49,264 157,227

セグメント資産 7,188,371 6,298,188 1,313,747 14,800,307 902,643 15,702,951 △811,783 14,891,167

セグメント負債 6,807,381 5,654,175 1,242,846 13,704,402 140,993 13,845,396 △51,001 13,794,395

その他の項目

賃貸用不動産等減価償却費 2,458 2,461 ― 4,919 ― 4,919 △28 4,891

減価償却費 6,366 4,146 242 10,755 636 11,391 △46 11,345

責任準備金繰入額
(△は戻入額)

99,248 203,237 △45,792 256,693 261 256,954 ― 256,954

契約者配当準備金繰入額
(△は戻入額)

11,738 13,636 △1 25,374 ― 25,374 ― 25,374

利息及び配当金等収入 138,171 132,370 7,563 278,104 49,281 327,386 △50,757 276,628

支払利息 550 26 0 578 38 617 △44 573

持分法投資利益(△は損失) ― ― ― ― ― ― 1 1

特別利益 232 ― ― 232 67 300 ― 300

特別損失 19,227 12,450 3,612 35,291 63 35,354 12 35,367

(減損損失) 119 1,352 3,308 4,779 ― 4,779 ― 4,779

(価格変動準備金繰入額) 18,021 10,809 303 29,134 ― 29,134 ― 29,134

税金費用 6,941 13,491 446 20,879 529 21,408 12 21,421

持分法適用会社への投資額 49 100 ― 149 ― 149 ― 149

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額

11,062 13,556 1,611 26,230 656 26,886 △55 26,831

(注) １．売上高にかえて、経常収益の金額を記載しております。

２．調整額は、以下の通りであります。

(1)経常収益の調整額△50,150百万円は、主に経常収益のうち責任準備金戻入額45,792百万円を連結損益計算書

上は経常費用のうち責任準備金繰入額に含めたことによる振替額であります。

(2)セグメント利益又は損失（△）の調整額△49,264百万円は、主に当社が計上した関係会社からの受取配当金

の消去額であります。

(3)セグメント資産の調整額△811,783百万円は、主に当社が計上した関係会社株式の消去額であります。

(4)セグメント負債の調整額△51,001百万円は、主にセグメント間の債権債務消去額であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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【関連情報】

当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

外部顧客への売上高

(単位：百万円)

太陽生命保険 大同生命保険
Ｔ＆Ｄフィナン
シャル生命保険

その他 計

保険料等収入 654,379 766,336 80,918 3,600 1,505,234

保険料 654,088 764,993 78,759 3,600 1,501,442

個人保険、個人年金保険 545,127 699,013 78,603 ― 1,322,744

団体保険 32,808 25,288 ― ― 58,096

団体年金保険 74,846 39,702 133 ― 114,681

その他 1,307 989 22 3,600 5,920

再保険収入 290 1,342 2,159 ― 3,792

(注) 売上高にかえて、保険料等収入の金額を記載しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高(経常収益)に区分した金額が連結損益計算書の売上高(経常収益)の90％を超えるた

め、地域ごとの売上高(経常収益)の記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、地域ご

との有形固定資産の記載を省略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高(経常収益)のうち、連結損益計算書の売上高(経常収益)の10％以上を占める相手先がないため、

記載を省略しております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

１株当たり純資産額 1,865円94銭 1,727円69銭

１株当たり当期純利益金額 111円00銭 117円81銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 109円32銭 115円59銭

(注) １株当たり純資産額、１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

(1) １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

前連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 72,547 75,187

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期
純利益(百万円)

72,547 75,187

普通株式期中平均株式数(株) 653,556,609 638,194,089

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する
当期純利益調整額(百万円)

△16 △20

(うち社債発行差金の償却額
(税額相当額控除後) (百万円))

(△16) (△20)

普通株式増加数(株) 9,884,916 12,115,431

(うち転換社債型新株予約権付社債(株)) (9,094,039) (11,104,941)

(うち新株予約権(株)) (790,877) (1,010,490)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額の算定に含めなか
った潜在株式の概要

─ ─

(2) １株当たり純資産額

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 1,214,061 1,096,772

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 3,521 3,915

(うち新株予約権(百万円)) (926) (1,178)

(うち非支配株主持分(百万円)) (2,595) (2,737)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 1,210,540 1,092,856

１株当たり純資産額の算定に
用いられた期末の普通株式の数(株)

648,756,978 632,554,226
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(重要な後発事象)

当社は、平成29年５月15日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて

適用される同法第156条の規定に基づき、自己株式の取得に係る事項について決議いたしました。

１ 自己株式の取得を行う理由

株主還元の充実及び資本効率の向上を図るため。

２ 取得に係る事項の内容

(1) 取得対象株式の種類 普通株式

(2) 取得し得る株式の総数 12,000,000株(上限)

(3) 株式の取得価額の総額 17,000百万円(上限)

(4) 取得期間 平成29年５月16日～平成29年７月14日

(5) 取得方法 信託方式による市場買付
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